
　
日
本
で
は
12
年
連
続
で
３
万
人
を
超
え
る

方
が
自
殺
で
命
を
失
っ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
の
自
殺
死
亡
率
は
高
く
、
特
に
中

年
世
代
、
働
き
盛
り
の
男
性
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
た
っ
た
ひ
と
り
の
あ
な
た
、
大
切
な
命
を

救
う
た
め
に
、
国
で
は
「
あ
な
た
に
も
で
き

る
自
殺
予
防
の
た
め
の
行
動
」
を
作
成
し
ま

し
た
。
自
分
の
周
り
に
サ
イ
ン
を
発
し
て
い

る
人
が
い
た
と
き
、
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い

か
を
記
し
て
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
下
記
相
談
窓
口
も

あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
む
よ
り
、
ま
ず
は

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
、
介
護
保
険
の
認
定

者
を
除
く
65
歳
以
上
の
方
全
員
に
、
「
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
運
動
、
栄
養
、
口
腔
な
ど
の

状
況
の
ほ
か
、
閉
じ
こ
も
り
、
認
知
症
、

う
つ
な
ど
の
危
険
な
サ
イ
ン
を
早
期
発
見

す
る
も
の
で
す
。
そ
の
結
果
に
よ
り
、
支

援
が
必
要
な
方
に
は
運
動
や
栄
養
な
ど
の

教
室
等
を
ご
案
内
し
ま
す
。

　
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
は
健
康
診
査
時
の
ほ

か
、
介
護
予
防
教
室
や
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
等
が
行
う
実
態
把
握
な
ど
で
行
う

予
定
で
す
。

　
老
化
の
サ
イ
ン
を
早
期
発
見
し
対
応
す

る
こ
と
で
、
介
護
が
必
要
に
な
る
時
期
を

遅
ら
せ
、
高
齢
期
を
元
気
で
生
き
が
い
を

持
っ
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
　
　
　
　
　

　
　

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
高
齢
福
祉
課
　
介
護
保
険
係

☎
63―

３
７
９
０

相
談
窓
口

　
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
は
除
く
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

・
佐
渡
保
健
所
　

　
☎
74―

３
４
０
７

・
市
役
所
市
民
生
活
課
健
康
推
進
室

　
☎
63―

３
１
１
５

・
市
役
所
社
会
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

　
☎
63―

５
１
１
３

　気づき 　 家族や仲間の変化に気づいて、声をかける 

○発言や行動の変化や体調の変化など、家族や仲間の変化に

敏感になり、心の悩みや様々な問題を抱えている人が発す

る周りへのサインになるべく早く気づきましょう。 

○変化に気づいたら、「眠れていますか？」など、自分にで

きる声かけをしていきましょう。 

　傾　聴　  本人の気持ちを尊重し、耳を傾ける 

○悩みを話してくれたら、時間をかけて、できる限り傾聴し

ましょう。 

○話題をそらしたり、訴えや気持ちを否定したり、表面的な

励ましをしたりすることは逆効果です。本人の気持ちを尊

重し、共感した上で、相手を大切に思う自分の気持ちを伝

えましょう。 

　つなぎ 　 早めに専門家に相談するよう促す 

○心の病気や社会・経済的な問題等を抱えているようであれ

ば、公的相談機関、医療機関等の専門家への相談につなげ

ましょう。 

○相談を受けた側も、ひとりでは抱え込まず、プライバシー

に配慮した上で、本人の置かれている状況や気持ちを理解

してくれる家族、友人、上司といったキーパーソンの協力

を求め、連携をとりましょう。 

　見守り 　 温かく寄り添いながら、じっくりと見守る 

○身体や心の健康状態について自然な雰囲気で声をかけて、

あせらずに優しく寄り添いながら見守りましょう。 

○必要に応じ、キーパーソンと連携をとり、専門家に情報を

提供しましょう。

あなたにもできる
　自殺予防のための行動 

「
ひ
と
り
の
い
の
ち
」
は
「
み
ん
な
の
い
の
ち
」
　

気
づ
い
て
ほ
し
い
、
こ
こ
ろ
の
声
を
！

“介護予防”
みんなで実践！

「基本チェックリスト」で
老化のサインを
チェックしましょう
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鶴
子
銀
山
跡
が

国
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
！

　
平
成
23
年
２
月
７
日
、
鶴
子
銀
山
跡
が

国
史
跡
佐
渡
金
山
遺
跡
に
追
加
指
定
さ

れ
、
史
跡
の
名
称
も
「
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
」

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　
鶴
子
銀
山
跡
は
、
天
文
11
年
（
１
５
４

２
）
か
ら
採
掘
が
始
ま
り
、
江
戸
時
代
に

佐
渡
金
銀
山
の
中
心
と
な
っ
た
相
川
金
銀

山
に
先
行
し
て
開
発
さ
れ
た
銀
山
の
遺
構

群
で
す
。
銀
山
跡
に
は
、
戦
国
時
代
か
ら

昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）
の
閉
山
に
至
る

ま
で
の
採
掘
跡
が
今
で
も
無
数
に
残
さ
れ

て
お
り
、
佐
渡
の
鉱
山
採
掘
シ
ス
テ
ム
の

変
遷
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

鶴
子
銀
山
の
山
師
が
相
川
金
銀
山
の
発
見

に
関
与
し
た
と
の
伝
承
が
あ
る
な
ど
、
鶴
子

銀
山
の
繁
栄
が
相
川
に
お
け
る
金
銀
山
開
発

の
端
緒
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。

　
今
回
の
国
史
跡
「
佐
渡
金
銀
山
遺
跡
」
へ

の
追
加
指
定
は
、
鶴
子
銀
山
跡
が
相
川
金
銀

山
の
開
発
の
契
機
と
な
っ
た
佐
渡
の
鉱
山
史

の
中
で
も
重
要
な
遺
跡
で
あ
り
、
戦
国
時
代

後
期
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
採
掘
跡
を
は
じ

め
と
す
る
遺
構
が
現
在
も
良
好
に
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
市
で
は
、
平
成
23
年
５
月
か
ら
、
昨
年
に

引
続
き
、
鶴
子
銀
山
跡
に
関
係
す
る
遺
跡
の

一
つ
、
「
鶴
子
鉱
山
代
官
屋
敷
跡
」
の
発
掘

調
査
を
実
施
し
、
製
錬
に
関
係
す
る
遺
構
な

ど
を
さ
ら
に
詳
細
に
調
査
し
て
い
き
ま
す
。

調
査
成
果
は
、
今
後
も
広
報
や
現
地
説
明
会

等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

　（
金
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
63
―
５
１
３
６

出
雲
市
で
分
散
飼
育
開
始

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
を
受
け
て
延

期
さ
れ
て
い
た
島
根
県
出
雲
市
へ
の
ト
キ

移
送
に
つ
い
て
、
１
月
21
日
佐
渡
ト
キ
保

護
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、
約
９
８
０
㎞
の

陸
路
を
経
て
、
22
日
出
雲
市
ト
キ
分
散
飼

育
セ
ン
タ
ー
へ
到
着
、
国
内
で
３
か
所
目

と
な
る
分
散
飼
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
移
送
さ
れ
た
２
ペ
ア
４
羽
の
ト
キ
は
い

ず
れ
も
元
気
で
、
落
ち
着
い
た
様
子
で

す
。
ま
た
、
佐
渡
市
か
ら
餌
と
な
る
養
殖

ド
ジ
ョ
ウ
３
㎏
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ト
キ
の
繁
殖
期
間
は

　
　
観
察
を
控
え
ま
し
ょ
う

　
３
月
か
ら
６
月
は
ト
キ
の
繁
殖
期
で

す
。
繁
殖
期
間
中
の
ト
キ
は
、
と
て
も
神

経
質
に
な
り
ま
す
。
人
が
巣
に
近
づ
い
た

り
し
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
と
、
巣
づ
く

り
や
子
育
て
を
や
め
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
人
が
巣
に
近
づ
い
て
し
ま
う

と
、
親
の
ト
キ
が
巣
か
ら
去
っ
て
し
ま

い
、
そ
の
間
に
他
の
鳥
な
ど
が
巣
に
入

り
、
卵
や
ヒ
ナ
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ラ
ス
や
猛
禽
類
な

ど
の
生
き
も
の
が
人
間
の
動
き
を
見
て
、

ト
キ
の
巣
を
見
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　
繁
殖
期
間
中
は
、
ト
キ
の
営
巣
場
所
付

近
へ
の
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
繁
殖
が
成
功
す
れ
ば
、
ト
キ
の
親
子
が
元

気
に
佐
渡
の
空
を
羽
ば
た
く
姿
が
見
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

 

ト
キ
と
の
共
生
ル
ー
ル

①
優
し
く
静
か
に
見
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
ト
キ
に
餌
づ
け
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

③
ト
キ
を
観
察
す
る
と
き
は
地
域
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
繁
殖
期
間
は
、
ト
キ
の
巣
に
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
農
林
業
等
に
従
事
さ
れ
て
い
る

方
は
、
田
ん
ぼ
等
で
作
業
中
に
ト
キ
が
近
く

に
い
て
も
特
別
な
配
慮
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進
室

　
ト
キ
政
策
係
（
第
２
庁
舎
）

　
☎
63
―
３
７
６
１

鶴子銀山遠景

大滝地区の間歩跡

鶴子鉱山　代官屋敷跡

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

76
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昭
和
40
年
代
に
、
日
本
で
唯
一
ト
キ

を
飼
育
し
た
こ
と
が
あ
る
行
谷
小
学

校
。
ト
キ
の
学
習
は
伝
統
と
し
て
、
今

も
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
は
、
校
区
内
に
あ
る
ト
キ
の

森
公
園
で
「
ト
キ
集
会
」
を
実
施
し
ま

す
。
１
、
２
年
生
は
、
施
設
の
見
学
や

ト
キ
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
ま
す
。
３

年
生
以
上
は
「
ト
キ
解
説
員
（
観
光
ガ

イ
ド
）
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

行
谷
小
で
作
っ
た
「
ト
キ
の
歌
」
を
歌

っ
た
り
、
児
童
が
行
っ
た
ト
キ
募
金
を

寄
贈
し
て
い
ま
す
。

　
６
月
に
は
「
水
辺
の
生
き
も
の
調
べ
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
校
区
内
に
あ
る
田

ん
ぼ
、
川
、
ビ
オ
ト
ー
プ
等
に
出
か

け
、
そ
こ

に
ど
ん
な

生
き
も
の

が
生
息
し

て
い
る
の

か
、
そ
の

環
境
は
ど

う
な
っ
て

い
る
の
か

を
調
べ
ま

す
。

　
夏
休
み

の
お
盆
の

時
期
に
は
、

再
び
３
年

生
以
上
の

児
童
が
ト

キ
の
森
公

園
で
「
ト
キ

解
説
員
」
を

行
っ
て
い

ま
す
。
観
光

客
に
大
変
好
評
で
、
全
国
各
地
か
ら
学
校

に
礼
状
が
届
く
ほ
ど
で
す
。

　
10
月
の
文
化
祭
で
は
、
３
、
４
年
生
が

こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
ト
キ
に
関
す
る

成
果
を
劇
に
し
て
発
表
し
ま
す
。
今
年
度

は
、
３
次
放
鳥
の
直
前
だ
っ
た
の
で
、
自

然
界
で
の
雛
の
誕
生
の
願
い
を
込
め
て
演

じ
ま
し
た
。
鑑
賞
し
た
保
護
者
か
ら
は
、

「
ト
キ
に
つ
い
て
詳
し
く
分
か
っ
た
。
」

と
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
他
に
、
ト
キ
に
も
環
境
に
も
や
さ
し
い

無
農
薬
で
の
お
米
づ
く
り
、
校
地
内
で
の

ビ
オ
ト
ー
プ
観
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
で

時
々
報
道
さ
れ
、
佐
渡
の
Ｐ
Ｒ
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
佐
渡
市
、
Ｊ
Ａ
、
地
域
、

ト
キ
保
護
セ
ン
タ
ー
、
環
境
省
、
新
潟
大

学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
多
く
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
に
し
っ
か

り
目
を
向
け
た
活
動
に
頑
張
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課 （
両
津
支
所
内
）

　
☎
23
―
４
８
９
８

トキ解説員

文化祭でトキについての発表

内
海
府
中
学
校
で

　
地
場
産
物
を
活
か
し
た
学
校
給
食

　
内
海
府
小
・
中
学
校
で
は
、
子
ど
も
た

ち
に
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
給
食
を
食
べ

さ
せ
た
い
と
、
地
元
の
鷲
崎
で
と
れ
た
米

や
魚
な
ど
を
学
校
給
食
に
提
供
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
１
月
24
日
、
内
海
府
中
学
校
で

は
、
米
や
野
菜
を
給
食
に
提
供
し
て
い
る

本
間
太
郎
さ
ん
か
ら
、
本
間
さ
ん
が
取
り

組
む
有
機
農
法
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
日
の
給
食
に
は
本
間
さ
ん
の

米
が
出
さ
れ
、
生
徒
は
「
一
粒
一
粒
心
を
込

め
て
作
ら

れ
て
い
る

米
を
感
謝

し
て
食
べ

た

い

」

と
、
ゆ
っ

く
り
味
わ

い
な
が
ら

食
べ
て
い

ま
し
た
。

両
津
小
学
校
で
食
育
授
業

　
１
月
25
日
に
両
津
小
学
校
４
年
生
の
食
育

授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「
佐
渡
ト
キ
の
田

ん
ぼ
を
守
る
会
」
会
長
の
斎
藤
真
一
郎
さ
ん

を
講
師
に
、
朱
鷺
と
暮
ら
す
郷
認
証
米
に
つ

い
て
学
び
ま

し
た
。
児
童

は
「
ト
キ
認

証
米
は
環
境

に
も
ト
キ
に

も
い
い
と
い

う
こ
と
が
分

か
っ
た
」
と

感
想
を
発
表

し
て
い
ま
し

た
。

保
育
園
で
ブ
リ
カ
ツ
丼
給
食

　
２
月
３
日
、
ご
当
地
グ
ル
メ
と
し
て
人
気

の
「
佐
渡
天
然
ブ
リ
カ
ツ
丼
」
が
保
育
園
の

給
食
に
登
場
し
ま
し
た
。
双
葉
保
育
園
で

は
、
ブ
リ
の
解
体
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
大
き

な
ブ
リ
に
園
児
た
ち
は
大
興
奮
。
あ
ご
だ
し

醤
油
ダ
レ
を
使
っ
た
サ
ク
サ
ク
の
ブ
リ
カ
ツ

は
「
お
い
し
い
！
」
と
好
評
で
し
た
。

子どもたちに、佐渡産食材の良さを
知ってもらい、おいしく食べてもらう
取組みを行っています。

本間さん（左）と一緒に給食

斎藤さん（写真右）がトキ認証米を解説

佐渡ご当地グルメ普及促進協議会の
伊藤会長によるブリの解体ショー

ブリカツ丼
おいしい！

佐
渡
市
立
行
谷
小
学
校

おいしい佐渡産を
食べよう！
～地産地消のススメ～
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中央図書館 ☎63-2800

　
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畑
野
地
区
）

　
１
月
16
日
、
畑
野
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
「
新
春
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
大
雪
に
も
か
か
わ
ら
ず
参
加
し

た
親
子
が
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
や
デ
ィ
ス

ゲ
ッ
タ
ー
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
使
っ

た
遊
び
）
な
ど
で
身
体
を
動
か
し
、
お
腹
が

空
い
て
き
た
と
こ

ろ
で
、
お
待
ち
か

ね
の
餅
つ
き
を
行

な
い
ま
し
た
。
雪

の
舞
い
散
る
中

「

１

・

２

・

３
・
・
・
」
と
お

餅
を
つ
く
回
数
を

数
え
な
が
ら
、
み

ん
な
で
元
気
よ
く

つ
い
た
あ
と
、
あ
ん
こ
や
き
な
粉
を
つ
け
た

お
餅
を
お
い
し
そ
う
に
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
寒
い
中
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
餅
つ
き
で
身
体
の
中
か

ら
温
ま
り
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室 

〜
本
と
仲
良
し
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
井
地
区
）

　
１
月
22
日
、
佐
渡
市
中
央
図
書
館
で
、
親

子
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
中
央
図
書
館
の
渡
辺
館
長
を
講

師
に
迎
え
、
本
の
読
み
聞
か
せ
や
か
る
た
取

り
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
は
、
親
子
・
親

同
士
・
子
ど
も
同
士
が
楽
し
く
交
流
で
き
る

よ
う
な
場
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
６
組
17
名
の
親
子
が
参
加
し
ま

し
た
。
朗
読
が
始
ま
る
と
、
目
を
丸
く
し
て

真
剣
に
聞
き
入
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
行
っ
た
か
る
た
取
り
で
は
、
「
は
い
」と

か
る
た
を
取
る
声
、
「
あ
ー
」
と
落
胆
の
声

な
ど
、
活
気
に
あ
ふ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
声

が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　
「
楽
し
か
っ

た
で
す
か
？
」

の
問
い
か
け

に
、
「
楽
し
か

っ
た
！
」
の
返

事
、
ほ
っ
と
安

堵
の
一
息
を
つ

け
た
教
室
で
し

た
。

今までの新聞記事や雑誌「高校野球」「ホーム
ラン」「輝け甲子園の星」等展示してあります
ので、どうぞご自由にご覧ください。（中央図
書館にて）

【寄贈図書】

頑張れ！
佐渡高校野球部
佐渡高校甲子園出場
おめでとうございます。

　新穂地区在住の本間一雄様から、次の資料をいた
だきました。
○『農協だより』（昭和46年4月発行～現在まで）
○決定版『一億人の昭和史』上・中・下　毎日新聞社
貴重な資料をありがとうございました。　　

・地球の歩き方　　　　　　　　　　ダイヤモンド・ビッグ社
・るるぶ情報版（国内の旅行情報誌）　ＪＴＢパブリッシング
・平凡社新書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平凡社
・日本古典文学全集・新日本古典文学大系他・新日本古典文学大系明治篇
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩波書店
・国史大事典　国史大系　新國史代年表　国書刊行会
・百年文庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポプラ社

・岩波ジュニア新書　　　　　　　　　　　　　　朝日新聞社
・書誌年鑑　　　　　　　　　　　　　　　日外アソシエーツ
・東洋文庫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平凡社
・群書類従　　　　　　　　　　　　　　　　　　国書刊行会
・全国の電話帳

・岩波新書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩波書店
　(平成18年以前に出版された本は中央・真野図書館にもあります。
　新刊は両津図書館で継続しています。)　 

※活字が大きくて読みやすい大活字本が充実してきました。
　（両津・中央図書館）

BOOKBOOKBOOK

図書館だより

教育委員会社会教育課
☎27－4170
（両津支所内）

こんな本をお探しのときは？
　次の図書館へおたずねください
中央図書館　　　　☎６３－２８００

真野図書館　　　　☎５５－２２２３

両津図書館　　　　☎２７－４１８１
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小木中学校
宿根木観光ボランティア部に

「手づくり郷土賞」
　小木中学校宿根木観光ボランティア

部が国土交通大臣表彰「手づくり郷土

賞」を受賞しました。この賞は、地域の魅力や個性を創出している良好な社

会資本およびそれと関わりを持つ優れた地域活動を表彰するものです。小木

中学校宿根木観光ボランティア部は、「宿根木を愛する会」の指導のもと、

宿根木を訪れる観光客をおもてなしの心で案内しながら、その魅力を伝えて

いく活動を行っています。

復活！！ 両津地区カラオケ大会
　2月13日、両津文化会館で７年ぶりに「カラオケ

大会」が復活しました。両津地区に居住、勤務、

出身の23組24人が出場し、自慢の声を響かせまし

た。約1,000人が会場に詰めかけ、立ち見が出るほ

どの盛況ぶりで、家族や友人、地域の方等の応援

により会場は熱気にあふれていました。出場者

も、それぞれ得意の歌を熱唱し、観客を魅了しま

した。出場者と観客が一体となり会場を盛り上

げ、住民相互の親睦を深める大会となりました。

磯西　正志さん（相川海士町）が平成22年度新潟県知事表彰受賞
　11月10日、相川海士町の磯西正志さんが、新潟県知事表彰を受賞されました。これは、

長年にわたり相川地区の交通安全役員として、佐渡の広域な地域の交通安全活動に努めら

れ、交通事故防止と交通安全啓蒙、啓発に尽力した功績が認められたものです。

　　略歴　1938年（昭和13年）、相川海士町に生まれる。元相川地区交通安全協会相川支会会長、現佐渡地

区交通安全協会副会長、現新潟県交通安全協会評議員

98年の歴史に幕　深浦小学校閉校式
　深浦小学校（小木）が平成23年３月31日をもって閉校

するにあたり、2月12日に閉校式が行われました。「岬太

鼓」や「小木おけさ」といった地域の文化を取り入れた

特色ある教育活動など、地域の皆さんの温かなご支援に

支えられ、地域とともに歩んできました。閉校式では、

在校生によるお別れの言葉や校旗返納、アトラクション

があり、子どもたちの精一杯発表する姿に、保護者、卒

業生、地域の方々も母校をしのび涙する姿も見られまし

た。４月からは小木小学校と統合し、新たな歴史を刻ん

でいきます。

ジオパーク認定を目指して
　2月20日、ミニシンポジウム「佐渡ジオパークとはなにか」

が、金井能楽堂で開催されました。市では、ユネスコが支援する

「世界ジオパーク」認定を目指し取り組んでいます。ジオパーク

とは、科学的・文化的に貴重な地質遺産を見所とする自然の中の

公園で、その遺産を整備・保全し、教育や観光への活用を通して

地域の振興・活性化を図るものです。

　シンポジウムでは、佐渡ジオパーク市民講座の受講生による発

表や、参加者全員で佐渡ジオパークに期待することについて討論

が行われました。また、2

月1日～28日には小木民俗

博物館でジオパークへの関

心を高めてもらう企画展

「ジオパークって、なあ

に？～小木半島編～」も開

催されました。

観光客に宿根木の魅力を紹介

佐渡ジオパーク市民講座の
受講生による発表

校旗返納

お別れの言葉

岬太鼓

カラオケ大賞　
　堺 康一郎さん

サドテレビ賞　
　石川 由佳さん

審査員特別賞　
　栁川まつえさん

熱演賞　　　　
　川端美乃里さん

各賞の受賞者    ～おめでとうございます！～

ふるさと

ふるさと

地 域 の 話 題 を 紹 介 し ま す
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市
で
は
、

・
子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　
２
回
目

・
Ｈ
ｉ
ｂ
（
ヒ
ブ
）

・
小
児
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

・
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
予
防
接
種
を
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
自

費
に
て
接
種
さ
れ
た
方
に
接
種
費
用
を
還
付

し
て
い
ま
す
。

　
申
請
さ
れ
る
方
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日

（
木
）
が
期
限
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
接
種
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
（
母
子
健

康
手
帳
等
）

②
接
種
費
用
が
明
記
さ
れ
た
領
収
証
（
原

本
）

③
認
印

④
振
込
先
が
分
か
る
も
の
（
預
金
通
帳
等
）

　
①
か
ら
④
ま
で
を
持
参
し
、
市
役
所
本
庁

市
民
生
活
課
健
康
推
進
室
、
最
寄
り
の
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
市
民
生
活
課
　
健
康
推
進
室
　

☎
63―

３
１
１
５

　
市
で
は
、
体
外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
に

要
し
た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
夫
婦
の
い
ず
れ
も
が
市
内
に
住
所
を
有
す

る
方
で
、
新
潟
県
特
定
不
妊
治
療
費
の
助
成

を
受
け
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
開
始
し
た
治

療
を
対
象
に
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
市
民
生
活
課
　
健
康
推
進
室

☎
63―

３
１
１
５

　
日
常
の
買
い
物
の
機
会
等
を
利
用
し
て

食
品
表
示
の
状
況
を
確
認
し
、
県
に
情
報
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
、
平
成
23
年
度
の
「
食

品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
で
、
研

修
会
（
４
月
下
旬
予
定
・
平
日
）
へ
の
出

席
が
可
能
な
方
（
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ

ー
経
験
者
の
方
も
可
）

募
集
人
数
　
１
０
０
人

募
集
期
限
　
３
月
31
日(

木
）

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

県
食
品
・
流
通
課
　

☎
０
２
５―

２
８
０―

５
７
４
３

　海をはさんでお隣の小木と直江津。２つの港町が力を合わせれば、き
っと素晴らしいことができるはず。そんな住民同士の出会いと交流の集
いに参加しませんか。

手をつなごう！小木～直江津交流フォーラム

有
　
料
　
広
　
告

　交通災害共済は、全市町村で行う助け合いの制度です。

お申込期間　平成23年2月1日～3月31日
共 済 期 間　平成23年4月1日～平成24年3月31日
　※４月以降のお申込みはその翌日から平成24年3月31日までが

　　共済期間になります。

お問い合わせ　市役所総務課　防災安全係☎63－5135（直通)　
　または、各支所・サービスセンターの担当係へお願いします。

年会費500円

参加費無料日時　3月19日（土）午後1時～4時
会場　マリンプラザ小木（南佐渡観光案内所2階）
内容　①両岸の地域づくりグループによる小木～直江津交流等の取組み紹介
　　　　事例発表：直江津港周辺活性化協議会ほか
　　　②今後の対岸交流、小木～直江津航路の魅力づくり等に向けた
　　　　提案ワークショップ
お問い合わせ　佐渡地域振興局地域振興課　☎74－3133

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

福
　
祉
　
健
　
康

接
種
費
用
の
還
付
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の
ご
案
内

県「
食
品
表
示
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
」募
集

平成23年度　新潟県交通災害共済
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市
営
住
宅
　

◆
後
何
代
住
宅
団
地
⑴
（
畑
野
）

　
所
在
地
　
畑
野
９
７
１
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
平
屋
建
て
（
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
59
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
４
７
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
８
８
０
０
円

◆
赤
泊
住
宅
（
赤
泊
）

　
所
在
地
　
赤
泊
２
３
５
番
地

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て
（
戸
建
て
）

　
　
　
　
　
４
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
63
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
１
万
９
３
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
７
９
０
０
円

　
県
営
住
宅
　

◆
炭
屋
町
住
宅
（
相
川
）

　
所
在
地
　
相
川
炭
屋
町
19
番
地
３

　
規
　
格
　
耐
火
構
造
４
階
建
て

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
昭
和
58
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸
（
４
階
）

　
月
額
家
賃
　
１
万
６
６
０
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
７
０
０
円

　
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
　

◆
木
戸
沢
第
３
住
宅
（
金
井
）

　
所
在
地
　
千
種
１
０
３
８
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て
（
１
階
、
２
階
）

　
　
　
　
　
３
Ｄ
Ｋ
、
平
成
９
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
３
戸

　
月
額
家
賃
　
５
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

◆
小
熊
団
地
（
赤
泊
）

　
※
単
身
で
の
入
居
申
し
込
み
可
能

　
所
在
地
　
徳
和
６
４
７
番
地
１

　
規
　
格
　
木
造
２
階
建
て

　
　
　
　
（
複
層
住
戸
／
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
）

　
　
　
　
　
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
平
成
17
年
度
建
設

　
募
集
戸
数
　
１
戸

　
月
額
家
賃
　
３
万
３
０
０
０
円
（
定
額
）

申
込
方
法
　
市
役
所
建
設
課
ま
た
は
各
支

所
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅

担
当
窓
口
へ
、
申
請
書
な
ど
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
３
月
31
日
（
木
）
午
後
５
時

入
居
可
能
日
　
４
月
下
旬
（
※
応
募
数
に
よ
り

期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

注
意
事
項
　
入
居
に
際
し
、
次
の
こ
と
が

必
要
で
す
。

○
市
内
在
住
の
連
帯
保
証
人
２
名

　
　
※
「
炭
屋
町
住
宅
」
は
１
名

○
敷
金
（
家
賃
の
３
か
月
分
）

※
事
前
に
住
宅
内
部
の
見
学
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

市
役
所
建
設
課
　
建
築
住
宅
係

☎
63
―
５
１
１
８
　
ま
た
は
各
支
所
・
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
住
宅
担
当
窓
口
へ

【
応
募
資
格
】

※
共
通
条
件
「
①
②
③
」
に
加
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
住
宅
区
分
の
条
件
に
該
当
す

る
こ
と
。

・
後
何
代
住
宅
団
地
⑴
、
赤
泊
住
宅
、

炭
屋
町
住
宅
「
④
⑤
」

・
木
戸
沢
第
３
住
宅
「
④
⑥
」

・
小
熊
団
地
「
⑥
」

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る

か
、
住
所
を
移
そ
う
と
し
て
い
て
、

公
租
公
課
（
市
税
な
ど
）
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

②
申
込
者
（
同
居
す
る
親
族
を
含
む
）

が
「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
第
２
条

第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な

い
こ
と

③
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

④
同
居
す
る
親
族
（
婚
約
者
を
含
む
）

が
い
る
こ
と

⑤
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15
万

８
０
０
０
円
（
高
齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
の
い
る
世
帯
、
小
学
校
就
学
前

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
な
ど
は
21

万
４
０
０
０
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
収
入
（
所
得
金
額
の
合
計
か
ら
各
種

控
除
を
行
っ
た
額
）
の
月
額
が
15

万
８
０
０
０
円
以
上
48
万
７
０
０

０
円
以
下
で
あ
る
こ
と

補聴器相談会
今、お使いの補聴器に
ご不満のある方、
ご相談下さい。
補聴器へのご質問、修理
音質調整など

MANO補聴器　５５－３８２０
　認定補聴器技能者　若林
　佐渡市吉岡９３６－７

生徒募集！

日時　３月21日（月・祝）
　　　午前10時～午後２時
会場　佐渡太鼓体験交流館
　　　（たたこう館）
お問い合わせ　佐渡太鼓体験交流館　
　☎86―2320　 
　メールinfo@sadotaiken.jp

小木フリマ＠たたこう館
掘り出し物、お宝いっぱい！

入場無料

広
告
募
集
中
！

市
報
さ
ど
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か
！

会
社
や
お
店
の
宣
伝
に
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

掲
載
に
関
す
る
ご
相
談
は
　

市
役
所
総
務
課
　
広
報
広
聴
係

☎
63
―
３
１
１
１

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！

世界の色々な国の人たちと交流
英語のシャワー！楽しくレベルアップ！

英語教育はトータルで！
幼児～高校生

国立・私立大・英検合格！

岡村礼子英語教室
佐渡市八幡2168-6 
☎0259-52-2265

（一人ひとりと向き合います）

お
　
知
　
ら
　
せ

公
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
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新
潟
県
教
育
委
員
会
で
は
、
銃
砲
刀
剣
類

の
登
録
審
査
会
を
開
催
し
ま
す
。
登
録
を
希

望
す
る
場
合
は
、
必
要
書
類
な
ど
を
お
持
ち

に
な
り
、
登
録
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
程
　
４
月
15
日
（
金
）
、
８
月
19
日

（
金
）
、
11
月
18
日
（
金
）
、
平
成
24
年

１
月
20
日
（
金
）

時
間
　
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午
／
午
後

１
時
〜
午
後
２
時
30
分

会
場
　
県
庁
行
政
庁
舎
会
議
室

（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
―
１
）

必
要
書
類

・
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類

・
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
（
所
管
警
察
署
が
発

行
し
た
も
の
）

・
審
査
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
６
３
０
０
円

を
新
潟
県
収
入
証
紙
で
納
入
）

　
※
印
鑑
は
不
要
で
す

◆
銃
砲
刀
剣
類
を
発
見
し
た
ら
・
・
・

・
す
み
や
か
に
最
寄
り
の
警
察
署
に
届
出
て

く
だ
さ
い
。

・
登
録
を
希
望
す
る
場
合
は
、
届
出
後
、
前

記
の
審
査
会
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

・
登
録
審
査
会
に
代
理
の
方
が
来
ら
れ
る
場

合
に
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。

・
登
録
審
査
会
で
は
法
令
に
定
め
る
鑑
定
の

基
準
（
美
術
的
価
値
、
伝
統
的
な
製
作
方

法
等
）
に
よ
っ
て
審
査
し
ま
す
。
登
録
対

象
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
登
録
証
が
交

付
さ
れ
、
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
移
動
の
際
に
は
、
危
険
の
な
い
よ
う
梱
包

し
、
盗
難
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
　

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
６
１
９

★
面
談
方
式
で
す
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
　
３
月
22
日
（
火
）
〜
25
日
（
金
）
　

　
　
午
後
１
時
〜
午
後
５
時

場
所
　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担

保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
建
物
の
新
築
、
増
築
に
つ
い
て
の
手
続
き

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト

ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産

等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の

も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内

縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・
高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈

与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・
死
因
贈
与
・

信
託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続

き
）

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
　
　

司
法
書
士
会
佐
渡
支
部 

☎
55
―
３
１
１
７

ごみ集積所でのペットボトル
回収が月2回に
それに伴い、一部拠点回収場所は廃止になります

3月28日で廃止となる拠点回収場所

上記以外の拠点回収場所では、今までどおり回収します。

※４月からの各ごみ集積所での収集日や拠点回収場所は、３月末

に配布する【平成23年度ごみ収集カレンダー】をご確認ください

小木地区

羽茂地区

赤泊地区

相川地区

佐和田地区

金井地区

新穂地区

畑野地区

真野地区

JA相川第一岩崎店・ＪＡ委託金泉店・

Ａコープ高千店・㈱ゴールデン佐渡区

ハギハラ履物店隣（第３土曜日本町市のみ回収実施）

ＪＡ佐渡吉井店

コメリ新穂店・ふれあいショップフジサワ・

仲川商店(長畝)・新穂就業改善センター

ＪＡ松ヶ崎委託店・松泉閣・中村商店(目黒町)

金子商店(倉谷)・朝日屋商店(西三川)

佐渡スポーツハウス
たんぽぽ

セーブオン羽茂店・Ａコープ羽茂店

Ａコープ赤泊

　現在、ペットボトルの回収は、各地域のごみ

集積所(月１回)とスーパー等の拠点回収場所(随

時)で実施しています。

　平成21年度から開始している、全地区におけ

るごみ集積所での回収が定着してきたことや、

ペットボトルの需要が増えていることなどか

ら、4月から各ごみ集積所での回収を月２回に増

やします。

　それに伴い、利用(回収量)の少ない一部の拠点

回収場所を3月28日（月）の回収日をもって廃

止します。廃止する拠点回収場所を利用してい

る皆さまにはご迷惑をおかけしますが、最寄り

の集積所での回収にご協力をお願いします。

お問い合わせ　市役所環境対策課　
　廃棄物対策係　☎63－3113

お
　
知
　
ら
　
せ

平
成
23
年
度
　
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査
会
開
催
の
お
知
ら
せ

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
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うまさぎっしり　旬の佐渡

入場無料

さど食の陣
日時　３月19日（土）～21日（祝・月）、
　　　　　26日（土）、27日（日）

　　　午前10時～午後２時

会場　真野活性化センター「いぶき21」　
　※イベント会場や温泉、観光施設を回るバス

を運行しますので、ぜひご利用ください。

お問い合わせ　さど食の陣実行委員会
（社団法人佐渡観光協会内）☎24―1995　

芸能披露　　　　　
午前10時30分～／午後1時～

佐渡民謡、鬼太鼓など。

鍋物・地酒の提供　
午前10時～午後2時　

鍋物（アンコウ鍋・タラ鍋・八幡

いも鍋）も地酒も各500円で食

べ放題！（なくなり次第、終了）

佐渡のグルメ・特産品コーナー
午前10時～午後2時

茹であげの紅ズワイガニ、ひげ

地鶏の焼き鳥、佐渡牛の焼き

肉、佐渡天然ブリカツ丼など

（有料）。海産物や農産物など

の特産品販売も。

山野草をみんなで守りましょう

島内の飲食店の皆さま　
　佐渡天然ブリカツ丼を提供いただける
　　　　　新しい仲間を募集しています！

　雪割草をはじめとする佐渡の山野草は、見る人の心をなごませる貴

重な資源です。この貴重な植物を大切に守り、美しい佐渡の自然をい

つまでも残すためにご協力をお願いします。

　― 法律による規制 ―　自然公園法、森林法等で、自然に生息する
植物の採取は規制されています。無断で山野草などを採取した場合

は、処罰されることがあります。

お問い合わせ　市役所環境対策課　環境企画係　☎63－3113

　皆さんにご好評いただいている「佐渡天然ブリカツ丼」は、おかげさ

まで本年１月末で１万5000食を達成しました！

　佐渡ご当地グルメ普及促進協議会では新規参加店を募集しています。

佐渡市内の飲食店で佐渡天然ブリカツ丼の「定義とルール」を守ってい

ただき、既存参加店との「連携」と「競争」に取り組んでいただける方

の参加をお待ちしています。

　詳しくはお問い合わせください。

　　佐渡ご当地グルメ普及促進協議会（（社）佐渡観光協会 内）
　　☎24－1955　FAX27－5040　メールinfo@burikatsu.com

①正式名称は『佐渡天然ブリカツ丼』とする。
②佐渡産の天然ブリを使用する。
③天然ブリのカツは、５切れ（1切れ約20グラム）とする。
④タレは協議会指定レシピの「特製あごだし醤油ダレ」を使用する。
⑤佐渡市認証米「朱鷺と暮らす郷」(コシヒカリ)の米粉を衣に使う。
⑥ごはんに使用するお米は佐渡市認証米「朱鷺と暮らす郷」(コシヒカリ)とする。
⑦副菜として地場産の「イカながも」をつける。
⑧地場産の食材にこだわった汁ものをつける。
⑨佐渡産の果物、果実を使ったデザートをつける(果物、果実そのものでも可)
⑩『佐渡天然ブリカツ丼』の認証ともなる大漁旗をつける。
⑪価格は1,200円以下（税込み）とする。　など

佐
渡
天
然
ブ
リ
カ
ツ
丼 

定
義
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「首都圏佐渡連合会・総会」開催
　日差しに温もりが感じられる平成23年2月6日11時か

ら、東京千代田区のホテルエドモントにおいて第11回首

都圏佐渡連合会・総会が総勢170余名出席し開催され

た。

　第一部総会は、摩尼義晴会長から今回赤泊会が加入し

たことなどを報告、続いて来賓の佐渡市副市長甲斐元也

様、同市議会議長金光英晴様、東京新潟県人会長平辰

様、佐渡高校同窓会長中川哲昌様から佐渡市の近況、佐

渡高校の甲子園出場等を内容とする祝辞をいただいた。

引き続き議事に入り、議案は全て原案のとおり満場一致

で承認され、任期満了に伴う会長選任についても摩尼義

晴氏が引き続き会長に就任することが満場一致で承認さ

れた。第二部記念講演は、学校法人杉野学園理事長中村

賢二郎様(両津出身)から「世界遺産佐渡に向けて」と題

し、世界遺産登録の諸条件、ユネスコ、文化庁の考え方

など実務経験を踏まえての説明をいただいた。第三部懇

親会は、本間愼副会長の開会挨拶、「朱鷺謡の会」の謡

曲「鶴亀」の後、佐渡連合商工会長齋藤甲子郎様の乾杯

の音頭で懇親に移る。アトラクションは歌手山田実氏の

熱唱、郷土会の「おらが街コーナー」、若波会の佐渡民

謡と続き、最後は恒例の佐渡おけさの輪踊りで締めた。

宴たけなわとなった頃、佐渡総合高校東京同窓会長尾田

喜作様による中締めの発声の後、「来年も元気で会いま

しょう」の合言葉を最後に15時過ぎ散会した。

（文責　佐渡市東京事務所　元田利夫）

　

　　

日時　3月27日（日）午前11時～午後3時
会場　長岡市大手通り「歩行者天国」
内容　長岡の美味しいものが大集合！！
　①ながおか食の陣名物

　　「天地人鍋」

　②「秘伝！なご～

か丼」　

　　長岡食材を使っ

た簡単ドンブリ

の秘密レシピ公

開！当日のお楽

しみ！

　③その他

　　食の陣当日限定メニューが目白押し！！

お問い合わせ　ながおか食の陣 春 まちなか座実
行委員会（事務局：復興支援ネットワーク・

フェニックス）☎0258－36－2537 講演する中村理事長 挨拶する摩尼会長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

佐
渡
市
長
　
髙
野
宏
一
郎

　
離
島
の
新
年
度
予
算

　
昨
年
末
に
国
の
平
成
23
年
度
離
島
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
離
島
の
予
算
は
離
島
住
民
の
声
が
直
接
国
に
届
く
よ
う

に
、
わ
か
り
や
す
く
各
県
の
予
算
か
ら
抜
き
出
し
て
集
計
さ
れ
、

一
括
し
て
国
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
島
々
は
予
算
要
望
時
期
に
は
団
結
し
て
国
に
強
い

要
望
を
伝
え
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
政
府
が
考
え
る
一
括

交
付
金
化
の
動
き
で
離
島
予
算
に
も
費
用
対
効
果
の
メ
ス
が
入

り
、
急
激
に
様
子
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
島
々
を
守

る
離
島
振
興
法
は
、
長
い
間
、
政
権
は
変
わ
っ
て
も
、
10
年
ご
と

に
そ
の
改
正
時
期
に
は
党
派
を
超
え
た
協
力
で
島
を
守
る
方
向
に

法
律
の
改
正
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
改
正
時
期
が
近
付
い
て
平
成
25
年
度
か
ら
は
新
し
い
改
正

離
島
振
興
法
に
変
わ
り
ま
す
。
来
年
度
中
に
は
そ
の
あ
ら
ま
し
を

決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
責
任
は
重
大
で
す
。
全
国

の
離
島
の
仲
間
た
ち
と
今
後
10
年
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
左
右
す

る
法
律
策
定
作
業
に
参
画
し
、
監
視
を
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
２
月
23
日
、
法
律
改
正
を
前
に
し
て
全
国
１
３
８
の
島
々
の
組

織
「
全
国
離
島
振
興
協
議
会
」
の
理
事
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
、

島
に
思
い
を
は
せ
る
各
党
の
国
会
議
員
の
重
鎮
に
集
ま
っ
て
い
た

だ
い
て
応
援
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
国
会
で
の
来
年
度
予

算
の
攻
防
そ
の
ま
ま
に
激
し
い
言
葉
で
他
党
を
追
及
す
る
先
生
方

も
居
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
後
は
離
島
へ
の
エ
ー
ル
で
終
わ
っ
た
の

に
安
心
し
ま
し
た
。

　
さ
て
離
島
関
係
の
来
年
度
予
算
で
み
る
べ
き
も
の
は
、「
地
域

公
共
交
通
確
保
維
持
改
善
事
業
」
で
航
路
の
赤
字
の
補
填
が
増
額

さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
注
目
の
ガ
ソ
リ
ン
価
格
に
つ
い
て
は
、

本
土
と
の
差
額
を
埋
め
る
た
め
に
佐
渡
で
あ
れ
ば
、
７
円
／
Ｌ
の

補
助
が
出
て
ス
タ
ン
ド
の
仕
入
れ
価
格
は
、
理
論
上
本
土
と
の
価

格
差
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
予
定
で
す
（
島
々
の
販
売
事
情
に

よ
っ
て
価
格
は
異
な
り
ま
す
）。
そ
れ
だ
け
に
国
会
で
の
予
算
承

認
が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

（題字　髙野宏一郎）

ながおか食の陣 春
まちなか座

佐渡市と長岡市は「集客プロモーションパートナー

都市協定」を結び、集客に向けたPR活動をお互い

に支援しています。

長岡おでかけ情報

長岡に春一番が吹き荒れる！
長岡の美味しいものが
大集合！

首都圏情報コーナー

No.
52
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＊　戸　籍　の　窓　＊ 1.14～2.14届出

地  区  名 大  字  名

う  ぶ  ご  え

お  く  や  み

氏　　　　名 保護者 たんじょう日

地  区  名 大  字  名 氏　　　　名 年　　齢 ご  命  日

1.15
1.19
2.8
1.19
1.24
1.28
1.20
1.20
1.25
1.26
1.27

信久
修史
武宏
誠
締
潤治
幹矢
秀治
顕
勇気
正司

両　津
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃

加茂歌代
梅津
浜田
相川一町目
相川馬町
相川塩屋町
八幡
鍛冶町
沢根炭屋町
中原
石田

（めい）
（とき）
（けいだい）
（りく）
（あや）
（ひびき）
（かなた）
（まな）
（みお）
（きらと）
（しおり）

山　下　萌　衣
奥　野　翔　希
渡　邉　慶　大
齋　藤　莉　玖
根　岸　あ　や
佐　藤　響　輝
大　川　奏　多
本　間　愛　菜
近　江　　　澪
白　井　輝　叶
臼　倉　詩　織

1.13
1.15
1.16
1.18
1.21
1.22
1.22
1.22
1.24
1.27
1.27
1.28
1.29
1.30
1.30
1.30
1.31
2.1
2.1
2.2
2.3
2.4
2.6
2.8
2.9
2.10
2.11
2.13
2.13
1.14
1.14
1.17
1.17
1.18
1.21
1.30
2.5
2.6
2.7
2.11
1.15
1.16
1.23
1.24
1.28
1.30
1.30
2.2

61
98
50
84
93
94
99
90
91
51
94
82
85
78
85
103
74
81
93
91
56
89
82
88
95
89
65
74
88
79
80
57
89
91
83
89
83
61
71
78
90
90
81
57
68
79
77
69

両　津
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
相　川
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

加茂歌代
梅津
岩首
加茂歌代
下久知
浜田
加茂歌代
椎泊
上横山
梅津
旭
城腰
両津湊
両津夷
河崎　
秋津
玉崎
両津湊
両津湊
春日
上横山
両津夷
白瀬
浜田
梅津
羽吉
蚫
下久知
梅津
小田
二見
高千
姫津
矢柄
相川柴町
北川内
北片辺
北狄
相川下京町
橘
沢根町
青野
沢根五十里
沢根五十里
市野沢
八幡町
真光寺
八幡新町

本　間　末　男
祝　　　ミ　ヤ
中　村　数　哉
池　　　ハルエ
仲　野　タ　ツ
市　橋　ツ　ル
山　下　チ　ウ
本　間　英　代
田　中　タ　マ
山　岸　八重子
江龍田　ヨシノ
石　川　藤　作
野　口　四　郎
桝　口　春　枝
池　　　カホル
飯　田　耕　二
髙　野　　　司
山　口　　　均
伊　藤　三千穗
藤　原　敏　雄
松　本　正　秋
渡　邉　幸　雄
澤　野　　　昭
若　林　八代吉
渡　邊　ハ　ル
笠　井　　　雪
三　國　耕　一
本　間　明　則
中　川　マサエ
坂　脇　　　登
馬　嶋　　　裕
池　田　成　夫
加　賀　佐　吉
柄　西　治　作
石　川　和　子
田　中　平　治
井野端　　代一
斎　藤　康　子
伊　藤　ツ　ル
宇留間　末　子
村　田　英太郎
小　﨑　カズミ
金　子　　　明
末　武　作　栄
稲　葉　正之助
齋　川　庄　司
本　間　由利子
金　井　忠　義

2.6
2.8
2.11
2.12
2.14
1.18
1.20
1.23
1.30
1.30
2.10
1.14
1.14
1.18
1.21
2.6
1.27
1.29
2.7
2.13
1.13
1.14
1.14
1.16
1.18
1.19
1.19
1.20
2.3
2.8
2.13
1.14
2.2
2.6
2.8
1.17
1.19
1.23
1.30
2.1
2.6
2.9
1.9
1.13
1.16
1.16
1.18
1.19
2.2

87
83
93
86
92
94
88
89
75
85
97
68
77
80
98
90
64
79
87
76
83
86
82
66
89
79
75
93
90
90
86
85
85
96
89
59
75
88
88
89
88
90
64
73
85
81
101
59
82

佐和田
　〃
　〃
　〃
　〃
金　井
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
新　穂
　〃
　〃
　〃
　〃
畑　野
　〃
　〃
　〃
真　野
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
小　木
　〃
　〃
　〃
羽　茂
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
赤　泊
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃
　〃

山田
沢根炭屋町
鍛冶町
河原田諏訪町
八幡
三瀬川
千種
泉
千種
吉井本郷
泉
新穂大野
上新穂
新穂舟下
新穂北方
新穂大野
畑野
栗野江
寺田
畑野
真野新町
豊田
大倉谷
真野新町
真野新町
豊田
吉岡
長石
長石
吉岡
竹田
田野浦
小木町
小木町
江積
羽茂本郷
羽茂本郷
羽茂滝平
羽茂大崎
羽茂大崎
羽茂飯岡
羽茂大石
赤泊
莚場
徳和
杉野浦
下川茂
赤泊
真浦

末　武　　　雄
須　田　　　男
本　間　ミ　ホ
齋　藤　春　二
髙　橋　マサヱ
仲塚　與三兵衛
佐　野　　　保
本　間　敏　夫
金　子　光　三
竹　本　利　定
赤　塚　と　ら
本　間　敏　江
横　田　惣　一
本　間　　久江
市　橋　マ　ツ
土　屋　ス　エ
渡　部　春　美
佐　藤　末　吉
丸　山　スミヱ
小　田　ミヨシ
三　條　キ　リ
本　間　吾　一
髙　野　　　繁
　　林　直　義
坂　元　壽美子
本　間　善次郎
本　間　　　作
逸　見　政　治
逸　見　トシ子
河　原　甲　次
遠　藤　光　一
山　田　ヨシヱ
猪　股　ナツヱ
松　村　コ　メ
渡　邊　岩　　
中　原　春　吉
早　川　一　夫
川　内　啓　資
野　田　スマヱ
八尋渕　マ　ス
田　村　　　惠
青　木　洋太郎
金　子　　　連
柴　田　チズ子
伊　賀　浅　三
齊　藤　竹　文
計　良　キヨヱ
中　川　重　春
金　子　正　身

1.29
1.18
1.13
1.17
1.27
2.10
2.10
2.1
1.6
1.19
1.20
1.26
2.3

亮
伸
憲
知
健
晴彦
晴彦
晃史
伸也
英寛
崇裕
恵里子
健

佐和田
金　井
新　穂
　〃
　〃
　〃
　〃
畑　野
真　野
　〃
　〃
　〃
小　木

中原
千種
下新穂
新穂青木
新穂大野
新穂正明寺
新穂正明寺
畑野
竹田
大倉谷
真野
真野新町
小木町

（みずき）
（なお）
（しょう）
（のどか）
（さくま）
（りおん）
（だいあ）
（ゆづき）
（むつき）
（ひろよ）
（ゆうと）
（はるき）
（みや）

富　樫　瑞　雪
羽　生　　　直
市　橋　　　憧
城　内　和　花
木　透　さくま
松　田　凛　音
松　田　大　空
小　林　柚　月
平　片　睦　月
金　子　寛　代
佐々木　優　斗
佐々木　晴　輝
渡　會　美　弥

※保護者やご遺族の承諾を得て掲載しています。（敬称略）

丈

丈
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市の面積　855.31㎢（平成22年10月1日）　市の海岸線279.6km（平成20年3月31日）

市
の
魚
　
ブ
リ

市
の
鳥
　
ト
キ

市
の
木
　
ア
テ
ビ

市
の
花
　
カ
ン
ゾ
ウ

　3月1日から佐渡市メール配信サービスのシステ
ムが変更され、より円滑な配信ができるようにな
りました。
　これに伴い、新規登録時に送信する空メールア
ドレス、二次元コードが変更となります。
　登録用空メールアドレスに空メールを送信し、
送られてくる登録メールからご登録ください。

　なお、すでにメール配信サービスにご登録されている方
については再登録の必要はありません。配信元メールアド
レス「sado-mail@psmail.jp」についても変わりませんの
で、メール受信設定を変更する必要はありません。
※配信メールへの返信はできません。

お問い合わせ
　市役所地域振興課　情報政策係　☎63-5139

　このたび、南佐渡消防署の救助工作車が20年にわたる役目
を終え、１月27日をもって次世代の消防車両へ更新となりま
した。新たに南佐渡消防署に配置となった車両は、従来の消防
車と同じ放水機能を備えながら、救助活動に必要な資機材を積
載することができる「多機能型消防ポンプ自動車」です。各種
災害や事故にも直ちに対応できることを目的とした消防車両
で、今後の南佐渡消防署の第一線車両として運用します。
　佐渡市の安全・安心を守るため、新たな消防車と共に、消防
署員も多機能であるよう努力します。これからも消防業務への
ご理解ご協力をお願いします。

　新潟地方法務局佐渡支局と佐渡人権擁護委員協議
会では、市内小学校を訪問し、「人権教室」を開い
ています。人権冊子『種をまこう』や紙芝居などの
読み聞かせなどをとおして、子どもたちの心に人権
メッセージを伝えていきたいと考えています。

毎月第1・3金曜 午後5時から CNS情報番組「さどチャン」内で 放送中！
「助けてドクター！」
育児に関するお悩みを解決します！お気軽に投稿くださいね☆
投稿方法　メール、FAX、ハガキに、お名前と相談内容を
書いてお送りください。(お名前はペンネームでもかまいません)
※メール　help@city.sado.niigata.jp　※FAX  51-2040
※ハガキ　〒952-0318佐渡市真野新町489番地 
　　　　　CNSテレビ「助けてドクター!」係　まで
お問い合わせ　CNSテレビ　☎51-2030

小学校で「人権教室」
～『種をまこう』を活用して～

佐渡市メール配信サービスの
登録方法などが変わります

南佐渡消防署に　
　多機能型消防ポンプ自動車を配備

多機能型消防ポンプ自動車

新潟地方法務局佐渡支局　☎74－3787

【今年度の訪問小学校】　
加茂小学校　高千小学校　
七浦小学校　河原田小学校　
二宮小学校　金井小学校
行谷小学校　畑野小学校　
後山小学校　羽茂小学校　　　　

毎週月～金曜日 午後5時から放送
（再放送）
午後7時30分～　午後9時～　
午後10時～　午後11時～　
翌日午前6時30分～

ＣＮＳ情報番組

　さどチャン

配信情報
　火災（建物のみ）、防災・防犯、
　通行止め、観光イベント情報　
登録用空メールアドレス
　psc1.sado@fofa.jp

二次元コード

佐渡市メール配信サービス

見てね！
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